
普 及 項 目 種苗生産 

漁 業 種 類 等 なまこ漁業（たも採り）・なまこけた網漁業 

対 象 魚 類 マナマコ 

対 象 海 域 オホーツク海域 

マナマコ種苗生産支援 

北海道オホーツク総合振興局          

網走東部地区水産技術普及指導所（木村 賢史） 

【背景・目的・目標（指標）】 

 西網走及び網走漁協では、平成 22 年以降、ナマコ資源の維持増大を目的として種苗生産

事業を実施している。生産技術の会得段階であった平成 30 年までは網走市が、それ以降は

西網走漁協青年部と網走漁協磯部会が主体で生産し、指導所は事業の円滑な推進を図るた

め支援してきた。しかし、技術的課題により生産数は不安定で、さらに西網走漁協では、

自家漁業との作業重複により実施体制の維持が困難となった。そこで、令和４年からは東

京農業大学の学生へ作業を協力依頼し事業継続を図ってきたが、生産安定化と作業手順の

改善が課題として残った。こうした状況を踏まえ、指導所は令和５～７年にかけ、ナマコ

種苗の生産技術向上と現状に即した生産体制確立のため、作業手順の改善に取り組んだ。 

 

【普及の内容・特徴】 

 北海道ナマコ種苗生産担当者会議などで共有された知見や道総研水産試験場のアドバイ

スを参考に、現状の課題を整理し、生産計画の立案や育成管理について助言した。採卵作

業は生産不安定の要因であったため、採卵１ヶ月前から水温10～13℃で親ナマコを飼育し、

卵径を観察して採卵日を調整できるようにした。また、採卵時の洗卵を省略し、従来はふ

化幼生で行っていた飼育水槽への収容を、受精卵で実施するよう提案した。さらに、アウ

リクラリア前期幼生の出現後の通気量を 1.5Ｌ/分以上とし、着底稚仔の段階で放流するよ

う助言した。 

 

【成果・活用】 

 親ナマコを低水温下で飼育したことで、産卵暴発を抑制でき、採卵日の調整が可能とな

った。さらに、育成管理作業を見直した結果、奇形幼生の出現率低下や水槽掃除回数の減

少に繋がった。また、着底稚仔の段階で放流したことで、育成期間の短縮とシオダマリミ

ジンコによる食害が低減し、放流数の増加に繋がった。併せて、学生の資源増殖に対する

理解も深められた。 

 

【達成度自己評価】 

４ 目標（指標）はほぼ達成できた（76～100％） 

 

【その他】 

 ナマコ種苗を安定生産できるように、今後も漁協が実施する種苗生産事業を支援する。 
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図 西網走漁協・網走漁協のナマコ種苗放流数経年推移（万個）（平成 23 年～令和７年） 

 

  

写真１ クビフリン投与（西網走漁協）   写真２ 受精卵収容（西網走漁協） 

  

写真３ 採卵作業（網走漁協）    写真４ 着底稚仔回収（網走漁協） 

 

写真５ 令和５年に実施した洗卵作業（西網走漁協） 


